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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成27年10月15日(2015.10.15)

【公表番号】特表2015-500961(P2015-500961A)
【公表日】平成27年1月8日(2015.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2015-002
【出願番号】特願2014-544976(P2014-544976)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｇ   1/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｇ    1/08     　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｌ   21/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    7/02     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年8月20日(2015.8.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　表１０に示した第３の配合に基づいて、一連の実施例を評価した。第３シリーズのベー
スエラストマーはポリクロロプレン（ＣＲ）であった。コントロール配合物である比較例
８は、エラストマー１００重量部当たりアラミド繊維９重量部を含有していた。アラミド
繊維は、テイジンアラミドによってＴｗａｒｏｎの商標で販売されている、１ｍｍにカッ
トされた繊維Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）パラ系アラミド繊維であった。本発明の実施例９
－１２は、アラミド繊維より少ない量で、重量で、アラミド繊維に対するケナフの置換比
約３：２で置換するケナフ繊維の様々な量を含んでいる。ケナフはＰｒｏｃｏｔｅｘ社か
ら入手した。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
【表１０】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　配合物のレオロジー特性及び硬化特性は前述のように評価され、その結果を表１１に示
す。比較例８の中のアラミド繊維をケナフ繊維で置換した結果、配合物のムーニー粘度（
ＭＶ）の低下がもたらされたが、表４の結果によって示されたような、使用されるケナフ
の充填量の増加及びより長い繊維長に照らせば驚くべきことである。スコーチ時間（ｔ５
）はアラミドをケナフに置換することにより幾分増加する。硬化特性はＭＨやトルク差（
ＭＨ－ＭＬ）の増加を示し、コントロールのアラミドよりケナフからのより多くの補強を
示しているが、それはコントロールの場合より長い繊維長およびより高い充填量によると
することができる。ケナフの例において、配合物の硬化時間はコントロールと比較して増
加した。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　表１２は、ＣＲ組成物中のアラミドをケナフに置換したことによる硬化した配合物の物
性を示している。硬度と引裂強度の結果は、全て互いに匹敵した。粒度及び板目方向の引
張試験結果は、最も多く加えた実施例１２を除いて同等だった。実施例１２の強度と弾性
率特性は、予想されるよりも低いようだ。別の観点から、実施例９－１０の物理的特性は
予想よりも高いとすることができる。これは実施例９－１１の２種類の繊維の間の相乗作
用を示すことができるものである。なぜなら繊維の混合物を有する実施例９－１１は、１
種類の繊維しか有さない比較例８か又は実施例１２のどちらよりも高い特性を有していた
からである。表１２はまた、引張試験の結果と同じ傾向を示すように見えるＰｉｃｏ摩耗
指数の結果を示す。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
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【表１２】
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